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　　　　　今年は三つ巴の戦い!!

　(北海道深川市VS会津坂下町VS熊本県南関町)
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-㎜計予算
　　62傭1,140万円

　その他の又句金－

2町3S千円(3恥％)

　回詰祀昌レ

ー扁混入＼

　　/｡Mレ

‐
－
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○
一

前年比

5憧3,9S･万S千円滅･.･

飴１一一jl

l・LSyiilS.皿1

　　　　ゝ
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1.S・.・千円･･
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　ゝ
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｜

｜

｜

刄下！哨―地区｜地区

画一L§・￥・k

　　l㈲29り刈

ｌ営佳モ一一ま集

　　131図3千円

公共下水・事業汲出

　　1213U1一

勝突集落排水事業綬出

　　il/121円

街なみ珊涜琴爛奉安

　　29119千円

｜一司政汐4R●･二ここご』

　労働費79S千円

IZZZk

　62億1,140万円
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‘･]そ●1偕｜吊一ｌ,・ＳＩ

災害復旧贅a5一千円

-

心よ、士＼ダ　゛
づで犬一一ソ＼ノ

目的別歳出総額6,211,400千円(100％)

　主な内容

硲ｉの人fla

　　675£3干Ｆ

－子行政./ステム

　　QD13T円

市固村生活八ス略取

１行　2335千円

怜旨趣本台領家乖

シスヲム159肺千円

地区席貸函建設支援

　　500D千円

予備費147賠千円



平成20年度の当初予算が決まりました

）ﾄﾞT半年ずllr
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宅
（
巾
吉
田
８
号
棟
）
の
注
略
え
に
よ
り
、

４
Ｕ
す
い
町
一
つ
く
り
！
ｌ
。

―
同
一
ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針
の
策
定
や
二

年
目
ふ
な
る
喫
池
水
環
珊
保
全
対
吊
の

た
め
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。
商
工
業
の

　
生
活
雅
境
！
儒
を
底
め
る
た
め
に
下
水
道

中
央
処
理
区
、
震
築
拉
ｗ
Ξ
井
処
卿
冴
ａ
の
監
僧

皐
蒙
に
き
手
し
ま
す
。
乖
水
道
事
業
の
着
実

Ｑ
教
烏
Ｉ
湊
の
整
備
と
子
ど
も
た
ち
の
字
力

向
一
一
を
回
り
Ｉ
す
。

妊
婦
基
本
検
診
を
認
叩
ま
で
肪
疵
す
る
と

と
も
に
、
児
童
’
小
字
眼
卒
黛
ま
で
一
の
医

療
費
を
無
料
化
す
る
た
め
の
予
算
を
４
ｇ
主
し

復
習
一
配
珊
し
ま
ー
。
ま
た
、

に
必
要
な
交
通
手
段
の
殯
保
、

退
学
過
Ｓ

費
用
の
一
助

～
亭
と
希
望
と
愛
着
の
も
て
る
ま
ち
～

　
　
　
　
　
　
を
目
指
し
て

’
l
l
~
9
1
正
配
置
に
よ
Ｑ
新
り
い
施

　
ａ
こ
、
児
旛
園
児
が
通
学
‘
麦
一
を
闘
附
し

　
ま
し
｀
一
。
環
境
の
変
化
へ
の
対
応
を
応
援
１

Ｆ

　主な内容二言:;

一石ヨ

ニゴ蕊

Ｆづ回

　　　皿公儀費1.1027s千円　旛会捷a2j77千円　附支出金119.s1千円
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平成20年度当柾予算が決まりました

平成20年度特別会計予算の内訳

　1一ｌ |'同1

刻鶴●●拙

　j｀.07％

　･へＳ１４％

　　個摺

　　Ｓ．２Ｓ

　　ＩＳ．７９ｉ

平咸19年度

２０３３９３’

２Ｇ５６９３０

さ922S

A2.nS

A¶,41

6C.gS

1209599

　263800

　581000

　13D100

　527237

　522417

一一

2a20.□Sa

　239.155

　1a7.172

1172□□□

　113,□ﾛﾛ

　313g□□

　127S□□

　S1915□

　517,921

1国国璽ａ

ｌ●詣老

｜国一個塵Ｓ瞳

｜樹Å個個

．復誦塞一樹医塵

｜会議個議

｜下ま繊麗握

Ｉ・下麗麗一11l
l士仙・．・・．麹

ｉ麹菌議麹膀淑寒‐

I,・・・・ ::::；

-主な内容

回
目
目
－

ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｕ
Ｈ
Ｈ

険
税
に
よ
り
悳
常
し
て
い
ま
Ｉ
。

■
闘
目
－

ｈ
□
鶴
Ｕ
Ｕ
リ

U
F
本
年
亙
は
、
６
坂
下
桜
木
町
内
の
差

Ｈ
ｕ
ド
Ｈ
Ｈ
Ｈ

Ｈ
Ｈ

・
口
回
Ｈ
Ｈ

￥
宙
移
転

郎
一
ｎ
町
医
一
路
築
造

区
由
Ｉ
路
築
遡

ａ
ロ
９
棟

　
Ｓ
ｍ

１
０
０
ｍ

ｈ
り
Ｐ
Ｌ
Ｌ
リ

闘
目
冒
Ｉ
Ｈ
■

‥
ハ
ロ
沢
処
理
区
は
『
本
年
旅
ひ
柔
ｇ
．
年
娶

-

μ
リ
両
荏
加
入
ｉ
数
μ
・
大
幅
に
減

回
回
一
－

≒
ｕ
Ｈ
Ｕ
Ｈ
Ｕ
『
回

似
ロ
パ
ド
勺
よ
帰
、

し
く
始
！
り
＝
へ
Ｉ
す
。
町
は
保
躾
粕
ｎ
ｌ
収
り

び
照
、
□
に
お
け
る
手
続
き
両
の
繁
一
を
『
担
当

ｇ
Ｋ
こ
こ
Ｉ
に
な
り
ま
寸
。

―　
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
と

し
ｒ
、
引
Ｉ
Ｆ
き
介
丿
零
明
に
極
極
気
に
叩

Ｏ
Ｕ
Ｌ

・
７
１
１

及
に
努
め
ま
す
。

１　
町
潭
ａ
良
心
区
画
一
理
一
策
一
に
あ
わ
せ
て
、

リ
。
―
及
ひ
四
股
替
工
事
を
実
施
し

洪
舗
騒
復
旧
工
事
有
行
い
ま
す
。

　
男
木
淳
尻
地
区
｛
軍
多
方
両
び
翠
瀬
ま

体
‘
に
つ
い
て
も
、
一
齢
年
度
と
な
り
処
理

場
迎
吸
工
一
を
行
い
ま
す
。

　
｝
｀
貼
処
理
区
は
新
た
な
事
聳
へ
の
加
手
Ｃ

万
年
ほ
は
哭
施
咄
計
再
モ
‐
ｎ
い
ま
ｉ
‐
。



平成2a年度当初予算が決まりました

　　平成19年度

り
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町
地
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|利

科

１●・

９Ｉ一

I配当割交

株式等譲渡F

交　付
一

地方消費税3
-

目

温
§
而
旗
に
お
い
て
は
、
老
朽
化
し
た
ポ

イ
＝
ｊ
－
を
ペ
レ
ツ
ト
式
の
Ｉ
唄
に
配
嘔
し
た

ヽ
．
ベ
ー
ァ
ム
ー
に
交
向
－
り
快
適
に
稼
動
し
に
お

了
し
、
蜀
一
次
赦
賢
島
辰
の
適
正
配
一
に
向

け
た
！
偏
が
整
い
ま
し
た
。

　
咋
杓
一
一
路
の
改
修
に
つ
い
て
は
『
拡
幅

工
帛
、
宙
Ｓ
幻
設
置
工
事
か
終
了
し
４
Ｈ
Ｍ

下半期の財政状況

Ｉ　
下
半
期
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、
坂
卜
小

一般会計（平成1･
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････|
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回
．
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状
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一
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Ｕ
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円
哨
ぷ
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リ
に
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Ｈ
Ｈ

回
に
Ｈ
Ｈ
阿
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要
望
実
現

　
　
の
た
め
に

平
成
３
年
度
会
津
坂
卜
町

－
全
体
雙
望

圖
圃
－

　
溌
荘
椙
び
胱
く
、
暇
用
宋
ど
う
し
で
又
互
通

ｍ
ｍ
ｌ
ｊ
ｈ
Ｕ

’ 心
ｍ
ｙ

脂
ｉ
’
ｌ
ｌ
＆
Ｉ
Ｑ
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
:

／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ｌ
ｌ
ｅ
ｌ

－
－

今
後
｝
ｃ
の
一
一
を
遂
め
る
に
あ
た
り
、
取
り

ｌ
ｎ
地
曳
陪
、
関
係
吸
関
ζ
ｌ
逞
し
こ
い
き
ま

　
ｇ
１
水
ｉ
Ｑ
ａ
ｇ
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
/
w
ｗ
ｗ
．

聊
祐
ｇ
百
を
し
な
な
ら
無
尽
し
ま
河

�
－

-

－
；
－
　
－
－
Ｊ
Ｉ
‐
－
－

事
務
処
理
の
地
酒
化
と
導
入
シ
ス
テ
ム
の
捺
作

研
竪
｀
の
冥
加
を
要
望
す
る
。

I
S
業
一
一

　
事
務
処
哩
の
簡
累
化
で
す
が
、
一
へ
の
Ｉ
出

－
類
等
は
、
概
Ｑ
半
減
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

作
成
ｉ
顎
召
に
つ
さ
Ｉ
し
て
は
、
詞
年
度
と
変

わ
り
な
Ｊ
ご
の
こ
と
で
す
の
で
、
一
石
の
と
こ

ろ
一
家
化
は
望
め
な
い
の
か
現
状
で
す
。

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
庚
ｔ
の
研
修
会
の
実
胞
は
、

座長

智義弐桜抑I･ふ城沢片幼気.Tいい･

１

フ
ト
の
？
同
等
一
に
つ
い
て
、
研
修
会
の
開
催
か

可
ｉ
か
ど
Ｉ
つ
か
協
一
し
た
い
と
宅
え
て
お
り
ま

す
。甲

坂
下
地
区
要
望

－
－　

湯
水
時
期
に
栗
村
堰
か
ら
の
取
水
石
最
大
限

ｊ
－
‐

　
坂
下
呼
吸
処
理
区
は
、
昨
坏
痰
に
蔡
可
計
画

筝
卿
と
し
て
決
定
し
、
現
哩
事
事
認
可
印
頂
中

ご
４
．
今
後
は
第
一
期
区
域
と
り
て
回
虚
羽
号

跨
以
北
及
び
町
側
一
部
の
舘
ノ
下
、
四
十
石
地

内
の
Ｆ
陥
を
概
ね
『
″
ａ
問
で
整
備
す
る
７
７
で

　
差
益
Ｓ
Ｑ
担
金
に
つ
い
て
は
、
既
召
坂
下

西
な
下
周
砥
遥
Ｚ
と
め
公
平
惟
に
よ
り
９
担

金
額
百
の
改
一
μ
は
、
当
分
の
問
守
り
予
一
疋
は
而

り
ま
せ
ん
。
柳
水
ｉ
価
設
一
工
事
に
係
る
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
町
の
鳩
助
金
鍔
の
７
忖
に
同

す
６
規
則
及
ぴ
Ｉ
桐
‐
に
よ
り
実
施
い
だ
ら
ｊ
ｌ
。

　
供
用
開
始
区
垠
内
の
町
民
の
力
々
に
っ
い
乙

は
、
早
同
の
接
總
を
お
願
い
政
し
ま
】
。

－い
睨
脱
力
詐

－
化

頴
ｎ
ｎ
Ｕ
Ｊ
Ｕ
Ｊ
認
昆

昌
ｋ
一
駄
賢
認
夥
曼
。

顛
Ｕ
Ｉ
笛
謳
。
ａ
。

‰
い
Ｈ
リ
リ
Ｈ
ｊ
Ｃ
赳

５

Ｒ
Ｓ
Ｓ

Ｕ
沢
踏
切
に
つ
い
て
は
、
道
路

施

｜

1=

　
－
　
　
－

り
せ
て
、
用
排
水
路
の
悪
！
辱
を

Ｎ

汚
泥
峰
宏
辱
水
徊
の
浄
化
を

、
南
郷
緩
道
路
北
側
の
用
柳

ｉ
設
部
】

　
両
両
地
の
通
年
―
水
は
、
今
後
も
陶
時
限
員

歎
息
月
し
『
堰
の
管
理
並
び
に
流
λ
水
の
計
画

的
配
水
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
栗
村
曜
か
う
の

取
ぶ
量
の
Ｉ
Ｓ
は
、
東
村
堰
改
修
に
悸
う
取
水

お
。
厚
司
ｉ
踏
切
は
、
ぞ
或
ロ
年
２
月
に
基
本

的
．
ｊ
承
の
回
答
を
得
て
あ
り
、
今
年
度
か
ら
改

回
嘸
纂
に
着
手
し
、
平
成
１
年
度
の
霜
屁
！
目

指
し
家
ｇ
。
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　若宮地区要望

111内ｔ一氏｜新IIII

歯上飴匯一望

･.胤偉畠JI･舎|･．

て
Ｊ
Ｉ
に
Ｊ
す
．

【
総
芦
！

則
ａ
一
歳
－
哨
祚
捜
と
町
迦
り
岬
の
交
差
点
邸

刀
后
弓
義
眼
！
．
に
つ
い
て
ふ
、
図
蒔
占
、
で
は
悟

り
地
一
’
。
粟
１
許
！
悒
し
ご
Ｉ
い
つ
＝
｀
す
。

Ｉ
Ｉ
團
‐
一

白
脳
雨
函
ｍ
ｍ

振
一
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
対
策
を
ｔ
望

4 1

ｎ
ａ
Ｈ
ｎ
配
μ
≒

ｉ
ｌ
ｌ
地
区
要
望

－

端
と
側
溝
！
価

首
町
―
寿
の
照
線
（
大
江
乍
川
関
）
及
び

　
町
道
明
大
服
’
坂
下
学
川
間
‘
の
歩
珊
詮

　
一

！
新
Ｓ
イ
ン
タ
ー
の
ア
ク
セ
ス
ｉ
ｌ
力
拡
幅

　
整
Ｉ
（
旧
里
川
橋
架
け
讐
疋
き
む
）

『
―
同
一

１
、
今
後
と
も
会
滓
夭
匯
町
並
び
に
会
津
河
川

　
土
地
改
肩
ａ
と
鴎
一
を
ｂ
て
’
~
S
I
工

Ｉｙ

レ

２
ｓ
　
冠
水
対
策
は
、
平
成
２
年
度
ま
で
に
実
施

　
さ
れ
る
「
県
営
か
ん
か
い
排
水
亭
業
会
津
呂

　
川
地
区
碑
悟
計
画
」
の
中
で
対
比
予
定
で
す
。

ａ
ｌ
砂
筆
舌
な
昨
年
、
災
害
ａ
隆
一
雨
を
哭

　
召
り
ま
し
ｒ
び
、
そ
の
豹
の
一
一
Ｍ
ほ
土
砂
の

　
堰
禰
試
ｘ
に
よ
り
ｌ
云
を
）
て
良
い
り
ま
す
。

５

ａ

ａ
Ｓ
Ｓ
’
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
＆
Ｗ
Ｓ
２
、
優

先
順
位
を
つ
け
こ
Ｓ
ｉ
し
ま
す
。

６
ア
ク
セ
’
λ
一
路
は
、
会
海
面
一
町
が
一
一

主
体
と
な
り
、
今
年
匿
か
り
堅
一
に
ｌ
ｆ
さ

れ
る
予
定
で
ｉ
。
可
一
の
岡
辺
一
路
は
、
ア

ク
セ
ス
ー
路
の
冗
成
後
、
冴
迦
交
通
一
等
の

状
況
を
択
探
し
な
が
Ｉ
り
検
討
し
ま
Ｉ
Ｑ
。

Ｉ
金
上
地
区
要
望

Ｉ
－

．
゛
ｎ
ｕ
‥
ｉ
６
ふ
！
！
’

1li

大
江
’
、
京
間
の
未
設
置
部
分

樋
濯
破
’
一
落
入
口
よ
り
卯
―

｛
狸
叙
竺

　
防
一
同
の
ｉ
知
眼
一
に
Ｄ
い
て
は
、
咀
溥
浜

て
は
同
姓
Ｃ
す
。
ｊ
分
の
同
は
、
噸
哺
除
『
＝
に

‐
ら
『
Ｑ
除
Ｉ
サ
ぞ
々
ル
を
畑
や
し
、
ｉ
ｉ
同
力
『
な

全
な
交
通
の
昭
保
に
対
応
を
し
て
祭
り
ま
す
。

　
壱
対
策

瓦
誘
方
田
沢
川
の
水
一
対
侠

Ｉ
Ｊ
　
町
迦
金
沢
咳
｛
金
沢
矢
ノ
目
同
｝
の
拡

的
２
４
ｇ
Ｑ
４
'
９
ｓ

５
９
５
６
１
ｓ
す
。

－
－
－
－
－
－
－
－
　
－

一
郭
、
修
一
す
る
笑
老
は
、
ｔ
元
企
業
石
優
先

可
る
ぶ
つ
要
一
す
る
。

｛
匯
睨
！

　
防
犯
灯
は
、
一
気
料
の
１
／
２
を
町
か
補
助

し
ｒ
お
つ
ま
ｇ
。
―
嘔
刈
は
Ｓ
Ｉ
の
一
過
答
も

Ｓ
豚
え
て
、
関
係
匿
著
等
で
振
急
を
し
、
検
・
吋

ゴ
｀
す
。
ま
た
、
修
繕
祭
器
は
、
こ
ｎ
ｌ
Ｃ
活

岸
埋
防
の
Ｉ
９
早
期
刈
払
い
を
一
望
一
る
．

【
建
設
部
】

－
今
年
度
も
本
町
並
ひ
Ｉ
ｋ
氷
玉
田
宮
田
漑
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　川西地区要望

岩淵義兄氏」り

　ﾊ帽地区要・

平野久気.い峰1「

て
、
引
き
統
さ
緊
に
対
Ｊ
て
要
望
し
ま
４
‐
。

９

９
４
い
は
、
禁
に
要
ｌ
り
ま
寸
。

罰
則
圃
－

　
陛
一
刻
策
の
両
雄
を
習
望
亨
る
。

べ
目
引

Ｕ
言
腿
ほ
Ｊ
認

Ｅ
要
７
活
発
な
μ
紅
６
て
い
き
庶
ｇ
。

厠
田
圃
―
�

‐
７
阿
Ｈ
Ｉ
免
遠
路
｛
太
田
、
ぎ
哨
―
同
道
羽

｛
Ｆ
一
１
討
訂

幽
果
山
川
胆

－
－

早
島
な
対
ら
そ
Ｉ
望
忿
る
。

削

Ｕ
昌
に
リ
。
あ
。
琵

四
１
１

1 1
１
１

な
い
も
の
は
新
し
い
も
の
へ
の
文
物
そ
要
‐
！
ｊ

ｄ
ぴ

。
！
；
ｊ
。
ミ

！
広
瀬
地
区
葺
蓋

－臣
匝
塁
ｎ
Ｕ

叫
ｕ
ａ
ｌ
Ｉ
謳
ｉ
。

‰
ｄ
ｕ
ｕ
Ｆ
げ
Ｊ
ｕ
″

倦
昼
状
況
で
ｉ
。

－‰
Ｍ
悶
匹
ｐ
ｕ
Ｍ
ｎ
Ｐ
″

の
設
置
を
要
望
す
る
。

・
１

の
新
規
設
置
に
つ
い
ｒ
は
、
１
町
ｓ

で
は
Ｓ
９
ｙ
す
。
当
分
の
問
は
、
腰
桶
脈
ｉ
Ｌ

昌
利
髭
Ｈ

・
け
ｎ
ｑ

」
川
西
地
区
要
望

　
犬
上
ｔ
内
の
陛
雪
設
素
及
び
淳
尻
、

の
歩
遥
の
設
置
を
要
望
１
る
。
ｉ
弓

い
の
草
刈
一
要
望
ｙ
る
。

一
醸
喝
蔀
】

11

¶l㎜

ｊ
、
今
匯
‘
ｒ
一
も
ｍ
の
一
ふ
！
ぼ
地
Ｚ
と
じ
て
一

に
強
く
賢
一
し
て
い
き
豚
す
。

７
以
一
石
‐
る
よ
・
っ
巷
望
７
る
．

ｉ
設
！珀

ａ
ｉ
の
整
奔
だ
け
で
は
池
原
か
な
い
の
ご
、

父
差
〕
て
い
る
屍
ｉ
会
津
額
万
本
郷
銀
側
も



｜

｛
草
在
員
と
し
て
ｆ

前
－
町
自
治
会
長

退
任
さ
れ
る

　
地
区
会
長
へ

高寺地区要望

氏I舟渡1東西廣瀬

之

｛
敬
雀
略
｝

猪
俣
笹
色

ｌ

ｌ

　
　
　
　
　
　
－
－
－

仙
坂
ト
地
区
ｎ
治
公
以
公
会
ｋ

　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
周
司

‘
ぼ
Ｉ
Ｍ
地
区
区
ｋ
公
会
μ
銘
木
政
行

仙
一
－
地
目
区
政
公
公
μ
佐
藤
瀾
隆

則
に
瀬
旭
区
μ
公
た
会
μ
中
島
蓼
治

仙
凪
凹
地
ｘ
ｓ
ｓ
ａ
．
‘
４
ｓ

ｌ
ｌ

ｉ
一

ｇ

ｊ
ｌ
ｇ
ｘ
ｆ
４
Ｇ
４
Ｑ

ｇ
Ｓ

５
Ｎ

前
。
『
与
地
区
区
公
た
‘
’
ｓ
£
良
む
川
正
皺

７

で
は
固
賢
で
Ｉ
９
．
当
分
の
司
は
、
嘱
桜
除
雰
に

よ
る
除
雪
サ
ｙ
‐
ク
ル
を
噌
や
し
、
な
ｉ
問
の
［
ヌ

全
な
交
通
の
確
保
に
刻
、
ひ
を
し
て
参
り
！
Ｑ
。

｜

７

’
｀
成
埓
年
度
は
一
時
休
止
し
ま
し
た
か
、
平

要
望
を
り
て
参
Ｃ
ま
可
．
他
２
路
線
ｔ
混
一
慧

眼
の
・
殴
Ｉ
を
県
に
恂
く
要
一
－
．
て
い
ぎ
ま
さ
Ｉ
。

Ily

ｌ
ｊ
ｊ
ｌ
－
－
－
－
‐
－
－
１
１
Ｃ
『
ｒ
ｊ

が
支
陥
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
限
も
工
事
阿
開
と

￥
朗
。
可
成
を
県
一
』
ｌ
望
し
こ
い
き
ま
忿
。

１１１

と
し
て
の
初
期
の
目
的
が
浬
成
で
孝
る
よ
う
、

Ｉ
股
促
遵
を
安
一
一
る
’
併
せ
て
膜
免
圃
道
の

通
学
過
勤
供
用
部
分
に
つ
い
て
、
歩
道
の
聚

備
促
進
を
珊
翌
す
る
．

｜

よ
り
よ
い
難
視
聴
解
消
の
于
だ
て
に
つ
い
て
の

真
一
と
調
査
研
究
を
昔
望
す
る
。
国
県
の
百

援
策
に
つ
い
て
も
調
査
を
要
望
す
る
。

｛
総
務
鄙
｝

　
坂
本
地
区
は
国
で
「
雖
視
聴
地
域
」
ご
と
ら

え
て
い
ま
す
。
剛
ご
は
他
市
町
村
で
の
冥
暗
明

な
ど
の
誦
同
一
収
蜘
し
、
電
池
万
式
弩
含
め
た

よ
Ｑ
よ
い
方
法
で
解
Ｉ
Ｊ
る
た
め
、
１
力
い
た

６
ま
１
．

一
・
高
寺
地
区
要
望

よ
り
事
業
港
手
い
た
し
ま
寸
．
な
お
、
今
年
宦

ｒ
八
幡
地
区
要
望

回
国
－

　
上
流
ま
で
の
全
水
啄
の
改
侭
工
事
、
浚
渫
工

亭
の
支
座
を
！
望
７
る
．

Ｍ

″
劈
″
ａ
ｕ
諸
に
四
回

ｙ
プ
を
咄
催
し
な
か
ら
４
な
み
・
に
合
り
た
日
然

胆
瞑
冶
い
い

一
会
ご
共
に
検
討
を
迦
め
て
い
き
両
ｇ
。
ま
た
、

Ｍ
一
ふ
Ｃ
辨
別
し
’
」
い
き
ま
Ｉ
．

－
■

　
只
見
旧
一
紙
の
片
門
舟
渡
洲
足
消
区
に

馮
痛
き
ｎ
刃
‐
い
る
堤
冶
の
除
ｇ
を
要
望
す
る
。

阻
引
硝
舷
認

１
－
－
‐
‐
‐
－
－

　
県
道
―
甦
腺
’
一
、
Ｉ
曝
！
落
内
‘

　
Ｉ
Ｓ
ｅ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
｛
ｇ
ｔ
ｒ
小
字
咬
か
ら

片
門
構
同
‘
（
天
！
、
本
６
集
落
内
）

間
道
Ｕ
蔀
剔
渾
一
’
杉
山
素
落
内
’

｜
　
県
逼
舟
涙
別
捺
に
つ
い
て
は
、
鮑
箭
し
て
一

寮
か
冥
咄
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
初
の
完
成
よ

り
遅
れ
て
い
ま
す
。
早
期
開
通
を
目
確
し
、
今
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１ 宛吸亭祝う関係者
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　町一中村線の開通|、よっこ道幅も広がり、歩道も

できました．また、寿会の長いＬＥＤの極道照明も

ついており、夜間も歩適を照らしＪらこれからは

安心して通学できますね！
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４月1臼日、第二中学校の生徒も参加して第２回ワークショップが聞かれました。

　吻U･il.餉1111rlに呼,きれた隅･I.S!･3こ!･・Ｓと胎．ぞａ鯛!･１１１聊

,.;,.jき.･I-ZL』』‘こ．

　間麗一の１つとして●lj6わた1lar馬槽き｣についてで酋，彊Ｉ岩

IIきｎだ皺・，憾ａλ|ご昂睦胴宦匈j.ま・．・・ＳかされS11ようg・

1【IS・●で酋．

　ｊつ目larll・】.銅血lj慶1'C軸か９収≪慶一で右●譜L･収●で・．

こn7li愚僧槽奢朗戈，利麗したく右LI場所にｌ-ｺてし踪LI次官。

　ｊつ目lar安１一憲£･ls俯但でｇ．瞳1●がら地下達鮑へ向a'うと.

・陶か迦□．矢Ｓ澗,ｌ●髪ん．１Åで・S｣r』♭でSIU飼でＳａＪｉｌごａ●

ＬＩけれぱＳｏｌ健ん．

これらの問題屁の解決方法としては次のようなことび考えられました。

●ｴ∃ｐ,ににヽ･回９回｣･･
四･挺●S』1をＬＥＤ【値童ｆｆｉ－ﾄﾞJにllする

四ｔ肖を４４すためｌサー.姶里ｉメサをｰ備する．

　これまで1珊韓

　回遊紛好一を樹晰す心

新宦町池下歩遊にきれて

いた落書きを、第二4「学

校の生徒か消し、清掃し

たことを券Ｑかけに国

土交通有が中心となり２

９１Ｈ、略１ｉワークｚ

●ｙプか闘甥され、多《

の童延か出されました

　このような八一ド面での蚕偏はも５るんごすぴ、さ当の解決のためには

地壇の力たちに大切に使ってもらうための工夫か重要です。

　その厄めに、地下歩道の壁に壁画やタイルなどを作成したり、褐示教

ギャラリーの設置をするなども検討しています、また隋-）た壁画を毎年

更新するなど､いろいろな少－マを持たせて人か貧まる型問を目指しま１。

　司時に、この・聚をたくきんの人に知コてもらえるようにｐＲをしてい

きます。牛一ワードは「７Ｓ」です。利用する人たちの意識か変わること

か大切です。

人の目か行き届き、地域の皆さんに営される空間となるように

　学校と地域、行蔵でこれからも一緒に考えていきまし｡μう。
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町長在職３朔12年

哩列l刃坏一昭秤la不）

ほっとな話題

重重な皿･録‐を普介します
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９卯庶よjﾛ、¶S祉ＳコＳﾋﾟ'ｒＺンス・ﾄ７で色一帽Ｓ・

自ａよら|こ豺り幽ｂｌＣ？一IU淵≪ＳきLI.

●■●●lll●●II4館栢槽】

･II瞼仙-でｰ&趙一＆－申鮪こ艦吋雲Ｓ-

----

・●老●●IZSλき収て111カ･５１巾ｌｌ闘|こ�包圈さ

４柵●して、�●槽寂－彊Lb鹿曾.

-･□幽趣●右ごl｣扁ｇ右･一一Ｓ周吻匍|こ皿幽〃加Ｓｌｌ・

で．一●・●Ｓ暑・鵬いＬ唐・．

ｔ

Ｑ印ｉ

会津坂下町役場

税務一理9題

合がスタートしました、

第二次統合（平服9享度いこ向lj検剖委員会を設置し、

より良い教両環境の堅儒|こ向け計画
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受診一に周到の脱明答をこ覧≪ださい。

Ｖ内辱

狗部検齢肺がん（咽痰）検診旨疋婬診司かん検診

大嘱ぴん検診肝炎ウイルス検診

ｙ受付一間午前７恥－９一Ｓ分

▼会場健康管理２ンター

　旭S

5剛9□圖〕

5月l･同〔火〕

5月21日〔水〕

5月２日〔木〕

5q23日(含)

５ｑ訪日旧〕

古坂下

桜木町

対-行政区

仲町
　一一
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鮭●町・・‐　　｜

・Ｉ・畠Ｉ・聡袖・φ刺・ＳＩ

新栄町桐町小厚

フリー〔1抄也区どなたでも〕

　５胃．７ｇａ難き淵器魏|こ大淵か１機器Ｓ擲圈・ａｓ

曾.皿に皿しま･ee、四奢申しaS孔ti
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I盧●僥淵醵鮑|こ儀励Ｌで≪一一U.1
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　　受付讐間

停船９時湧分刈0時

午後１時昶分～２時

午前９時昶ｔ-叩玲

苧後１哨部分～２哨｜

苧荊７時－分～呂時丿分｜

一

午前９時部分～庖玲

でも受診できます。値訟受診

ΞＥＬ一曾

ﾐ:回回回
でi。

一一・-一一･
記載し

　てＩＣ●・】

ｌ麗●¶.i国男

ｌ瀾龍鑓「1●卯龍1一一Sn●塵●傭鰯il畠‐龍一

　ｌ畠ｌら値」１ご●41S11.

∃Ξ二ご13゛゛｀゛･

▼鳴咽ｱﾙﾄﾝｴ集鮪{苧nr 9呵30分~11蒔y

一戸｝ョヨ∠
　Ｂにａわせて大闘がん検診容器を受け敗ってください、

●７月|こ聡合９診実施地区|こなっていても、５月に受診i

　ることはできま７．

▼申し込み・問い昔わ慧先優顕管理センター�-卜1Ⅸ刄
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捨Ｌ≪、Ｉ憧９コ●l●噛I●|・・gLI、・場llal｀a

LI侃癩９スｆ・で・．

発毎した電気冰家庭で使い、

便い切れ劉こ宗つた電気は電

力会社|こ売ることかできまg。

住宅を新築される陪Mb、溌在の

住宅へ太隠光鰹思の盈奪を柚

討されている方はぜひごil函

≪ださい。

●麗麗ｇ刻麗ｌ●ｌ・

　１．●潭堰ＩＩ内で自佃S麗義していＩＳ．‐義Ｌより

　としnlia●皿と●●暑宙老自白1に堂●堂

　慨■り・・ムｓｌｌｌ｣、竃･僥咎と偏力畳鮑一一1麗

　Ｓ曾ｉ・･

　ｌ．麗麗●・・忖浹冒ＳＳＳＳｌｌｉ内に麗工|歯前審

　歯・1で・ａ・．

ｙ吋●となるシステム

　住宅の屋根等|こ設置した太陽光発電|こよる発電咬傷で

・⊃て、低圧配電一と逆潮沢c●｀有りで連携し、太陽ｌ

池モジュール、架台~夜聡司、咀溌刺開閉器、インバー

ｖ機動壹の内容

　システムの1ほ而ｌり６万円、上限Uiまでで、１件

きたり最大24万円とする。

▼機動の件数

　３件又は、12klの範囲内｡〔７成3年度〕

▼申蜂受付餌嫡草成加竿５月12日（月）

ｙ間L･合わせ先政敵企画班�一一1屁M

●●偏●賜で儡、ｚ吋ズ嘔�・MIVI憾趨●１一一L「
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｜愈･保健所感･症予防チーム

３．平SI竿Ｓ月ISgでKZ鳥一発燈シスＦﾑg皿｜工ゞａ皿皿-・ｌ

が甕？で・昌－．　　　　：
　　　　　　　　　　　　-

全戸配柘いたしました「平咸ａさぼ弩吻づくり年間予定

表」|こ間違いかありました。町正してお詫びしキLjま寸。

訂正刄IUか月児儲診

『召;二二皮薦－
訂正Ｚ厦乳甕教官

ごj
　(－対象者
-
H191M5－

　H18111生

H19115～a 11圭

H19515～7 11生

�氏

回に竺
▼問い８わせ先

健康増御堰（健嘸皆堤センター内）TIS-T匯･

-皿
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lllこつさ6巾91会場Iこ用意してある

を蚕豆⊇

４つり銭のないようこ困惑≪ださい。

yH笛狂犬病予防注射傀含l射）日程畏

ｌ
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島寺公民館|午前哨沿分り哨0附

坂乙⊃ﾐｭﾆﾃﾞﾉｰｾﾝﾀｰ|甲前10時20分～10時35分

　　　　　－--ハ曙公民罷|男前10阿5!汐引1蒔2Q分

包

金

載

▼１敬一項

皿ｙ

宮公民館午後1肺1吋玲～1時5D分

　　　　　　　　---－

上公民館？後2呵り5分～2時妬分

井公民館午前禰部分~9剛5分|

西公民館午前1鴎圓分引腸20分|

唇

■･一同|こ｡'岫一般逼迫していJy

　　　　7人数IC名様(入陀料刻忿剔

４鴫百

≒こ

▼良べ物･りお泊のお持込ほご遠慮≪ださLj｡゜

●個・こ利用の.ら々へ、

|こ伴い、町;

２

をしていよｇ。お気軽こご利用≪ださい，

個室はゆjたりとした癒し空間です。

▼間tl酋わせ先

飛桜里のｌばんげ

�日3-1151

煎衰津ぱんげ公剱サービス

�S-lyM

を･
平成釦年１月１日の「糸桜里の湯ばんげの使用料改定

隋桜lの湯ざ

lt蕃l心洵6

んげ珊SI」割引力－削をＳ了していｇｉ。平叙0年度中に

司ｉを迎える｡らは、誕生日の月|こカードをお送りL1だしま

１．このカードを「糸桜里の涸ぱん:」」のフロントIこ提示

齢ぶ吉言皆皆兄子ｍごIヅニ
　また、カｰﾄﾞを紛失き一辱した力はカードを瑚発行い

たしまＩＣで、お問い台わせください。

4li!1きり　　。｡,_，

善言鋲

　二⊇ここしｺ
▼問い８わせ兜・工眼光畷�S･g11

讐

きます．

Ｄ犬を扱いなれた人が迪れてきてください。

Ｄ引匝綱は短≪持ち、

　 な 服 装 で お い で く だ さ い
。

Ｃ 徊 輪 は 必 ? 付 け

、

注 刳 時 も は な さ 写 い で く だ さ い

。

０ か み つ き 疹 の あ る 犬 に は 、 □ 蝸 有 り け て く だ さ い 。

Ｄ フ ン を 他 家 す る 混 風 な 必 ず 拷 っ て き て ≪ だ さ い 。

・ 飼 い 大 が 死 亡 し た と き や

、

一 一 内 容 | こ つ い て ・ ・ 方 h t t p

: / ／ ｗ ｗ ｗ

．

戸 籍 環 境 班 ま で ご 逮 絡 ≪ だ さ い

。

▼ 問 哩 わ 鴉 声 胴 親 T ･ 別 - 碩

篇あいづダストセンター

　　　礁霧某一般朧朧物・粗大ごみ●

　朧朧物のことな５お気●にご相談下さい

二本ぞJz会津若松Ir』怖指M｣大字洵四白字才ノMI461　Ta02むー951
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　デクノカレｙジ公津ぐｇｒ会津高等狸知専門校）でli、

会渾地域の旅－、穴デル、飲g婁に携むる方々を同參とし

た桧召基礎実務セミナーを開催します。

　芯お、;1しい内一両は問い暫わせてください。

ｙコース名接客基礎実務

ｖ冪罵内容祀室におljる接客の差孝一乍

ｖ日時平成否年６月２Ｕ ４日５□吋３□閤

　　　午前|α巧昶分-午後２時ln分

　　　ＭＢ４時限）S112時間

▼堰附会潭西松所内

▼受講剽31帥μ』

▼定個1謎

ｙ申込範切平成羽年５月23日（金）

ｖ陽いきわせ先

aｶＵＩ

－
|談

^相談≪ださい。?目渋を希望されるｶ|ま，nll日までIこお申

1,込みください，

ｙ８一千かaO年６引命日〔金〕

　　午前10時～午後3時

ｙ噫所会梁坂下町老人福祉センター

▼甲し込み・問いＳわせ一

会渾親男町社会袖祉一里会�蜀-－洛

・
ミ

ｙ日時平似0坏引921日吐）

　　不前10時～11S

y場所豆油敢F町中曳坂下公民匯

　　和室

▼同い８わせ先
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す、お弐雅|こ相以下芒い、

で相談会を・施しまｇの

-

また、

でこ利明ＦＥい。

ｖ８時平成跨年５月13日（火）

　　千回1汲辱一千匝３蒔

ｙ・所会津坂下町老人禰祉センター

ｙ申し込み・問い合わせ先

会渾坂下院会－祉協咄会U一廓
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忽接吻は、ガソリン軽油灯油としIQた自動乖明燃祠、

座員用燃料をなじめとし、化粧忿天ぶう油化学工場で

使われている薬品まで、現在いろいろな形で存在していま

1.こういｳた危険物扨、 ら
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百二
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双い｜新一I矢味しいIをモットーに「ばんげでも司馬」

を閤催しま１．みなさんのご来店お待ちりていま７１

▼日聘－ｓﾛ年５印ａＵ〔Ｕ〕

　　午前７時～９胎児切れ次乖粁了でー。

ｙ欄所町民体育路標の町営駐早場（旧保膏雨-地）

▼翫廃品

地元産の野菜、缶産物、瓦エ５

ｉ「ばりげＣも朝市」哭弓張一会

で14、出店名を随時男優してし球

i。参加希望の方はF£までご逢

絡≪ださい。

ｖ問いさわせ先

ぼんげでも朝雨戴i委貴会嘸務局

一一

なしMiiJなものとなっている反面、一つ取り扱いを同遂え

ると一瞬にし乙大亭故につなび０まー。

最近では､セjしﾌ方式のがヽノリンスタンドか増えており、

えてし建す。みなさん、危践

吻|こ対なる正しい知ａを持ち、正し≪取り扱aで、事故を

ｇこさず･金|こ生活しましよう。

　｢安全へ破かなスマッシュ保守点剛

会津坂下消防署�ＳｊＪ－訃匹1

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞhtφy/www11Mlzup

ｙ会油坂下町内で３月中、窃盗か４件発生しました。

▼自･低充幄ねら｡幼被害か発生しています。これｇ汐明

間に迪絃して発生するもので、自l蚕売概をバールなど

でこじ闘ける手□かよ≪見られま・、特に人通りの少な

い道路沿いや、夜間|こ周辺か遡≪召る場・にあるＳ勤販

売概忿掴われや寸≪なつ乙います。

　不嘸な人や牽をg流、不審な音を聞い瓦場合IふすぐIこ

通ｉしてください。

ｚ溥坂７町内齢俑･罪辱発生状況田ａ年3月末現在）
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。９あ？○ﾊ~～（ハヮフごこrに５はの意味）

　テゃレンジデー印07でのＡテーシ体験教・をきっか忖として昨

年の10月からフフタンス教室｛中央公民曖主催｝か始よりよした、

　教室は月に2～3［clのペースで火逼Ｂ・中央公民餉で開催してい

ま首。敦室生|芯思い思いの琢やかな衣装を携にＪとい、髪飾りを’j

けて少女のように美しく踊Ｑています扨めのうちはきこ５なかっ

た動きも、今では指先からつま先まで混れるような動きで、まるで

フラガール抄うってきたと忠っｒしまうほとです。

　教Ξか開催きれている日の会場はフラガールたちの熱気とハヮィ

アンの器楽でトロピカルな雰囲気に包まれています。

　チャレンジテー2∽8（5月28日開催）で柵習の成果を披露します

のでぜひお楽しみに||

　　　ぞｎで「。Ｑ／ＸＯ~（ハワイでありかとうの珊肢）
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傭康づく

■退職者医療制度とは？

　醍い間お勤めした会社や職堀を退職して、年金｛厚生年金なと｝を受ける

　65歳未満の人とその被扶養者のための医療制度です。

　この広報をご覧の皆さんもこの制度の対象者かもしれません。対象者の条

　件をよくご覧にな○、確認してください。

　退・響�塵・塵ａ刻繭と忿－方

　次Ｓ条件の・べてにあ？lg1る力｛遭●植俣陵栢｝

とそＣ鮭撞●か如●とｇ□ま曾｡

・・●徨偏論者｛忿Å｝ａ堀金

j:･ S奎・ilsl･方｡

・ ・・|こjlλLで1･a・｡またlj.こ・1･ら�僣

　ljll】入すｉカ。

-･￥・卵●や●穏狗消徊脅ぬとｇ句●を･2liらｋ．そ13加λ・■i･2ﾛＳｎ」：。

　もＬ（はｇ塵以晦|こ10卵以J.島ぷ･J,I。

　被扶聾者の場合

泌退職被保険者の泊系尊属、配偶者（内縁でもよい｀Jと３親等内の親族、また

　は配偶者の父ほと了-、

ぶ因縁の加入者で、65ａ未満の方、

函年間の収入が130ヵ円（6Q歳以上、または障害者の場合は1「収1鮪万円1未満

　でかつ、被保険名の年収の２分の１未満である方。

以上の条件に当てはまる方は届出をしてください

　退珊者医療鴨度で|ま届け出をしないと、本来職場の健康保険など

が負担する医療賢次で国保か負担することになります。対象となる

ようでしたら、必ず保険年金祗まで届け出てください。国保加入者

の皆さんの負担増加につなからないようご協力をお願いします。

　　　　|●■|こａ●な右朗
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坂下小傑校・坂下幼稚園か
　　ｽﾀートし寥むｔ！

４桜のlかふくらみ始めたq月、男一次低音に

　なっ石柘めこの坂下小学校入学弐が7日に、坂

　x昿椎自大一式かU日に行われました、

爆
　坂下小孝枝の新入生は４岨110人。真新しいランドセルに夢をい

っばい諾め込んだπ冤剱子どもたちが、新しい学舎での新生活を

スタート竺セました。

　統合･こよｏ、坂下･』哩校27クラスe5人

　　　　坂下幼稚園6クラス147人

と、たくさんの作問とともに新しい小学校幼稚園の歴史が業を

間けました。

　これから子どもたちはどんな歴史を作っていくのでしょうか。

　地域みんなで見ヲりましょう、

　吸在、ｉｐ１ヽ営屹の９襄

ご弓呟５阿240C呵われる

恚ＱＩ参会Ｃ向ＳＩ

Ｑつ掘φご可！

次回は学校給食の哀哭

む膀ａａ

低

地匿地酒等

　６年生隋１人が統０記２に

　　　「ﾊ丑－ン」を作成１

薄い農業シート哩ｾﾛﾊﾝﾃｰﾌﾟだけで貼り合わせた

ｿｰﾗｰﾊﾞJトンを6年生５クラスがそれぞれ一つずつ

制作しました。

　みんなの気持ちがｰつになりﾊﾞﾙｰﾝか空高くあがる

と、子どもだちか5歓声か上がりました。

についてお知らせします。　　㎜－-~_5之.j血f?_｡･｡｡･

雪;雪･一一･爆雷:ご芯‰いｸ回いっ゛穴

一芸昌z丿毘認瓢r｡ご一U虚謳謳、

回温言ごこご｡ご次回749 j昌雷
E-－||

してlyほ７

居亘⊇


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18
	page19
	page20
	page21
	page22
	page23
	page24
	page25
	page26
	page27
	page28

